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今月の表紙　富山県立氷
ひ み

見高校　徳
と く ま え

前紀
の り か ず

和先生

生 徒 と 紡 ぐ

徳前紀和先生　教職歴 30 年。同
校 に赴任して 9 年目。進路指導部
長。ハンドボール部監督。

富山県立氷見高校　全日制／普通科・農業科学科・海洋科学科・ビジネス科・生活福祉
科／共学／１学年 約 280 人／ 2018 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、筑波大、
富山大などに 38 人が合格。私立大は、慶應義塾大、明治大などに延べ 161 人が合格。

自分たちで前へ
　　　三冠（＊）、おめでとう。本校ハンドボール部初
の快挙に地元も歓喜に沸いて、うれしかったよ。試合中、
悪い流れになっても自分たちでそれを打開できるほど
主体的なチームになれたのは、この１年間で一人ひと
りが大きく成長したからだと思う。高校総体でタイム
アウトを1回も取らずに優勝したのもすごかったね。
　　　先生が自分たちに練習を任せてくれたおかげ
です。毎日、部員で課題を出し合い、何をすべきか話
し合って決めて練習してきたことが、試合でも自ら考
えてプレーする意識につながりました。
　　　トレーナーや栄養士などの専門家にもお世話に
なって、体づくりへの意識も変わりました。自分で体重
を管理し、ウエートトレーニングの種類や回数を決め
るのは大変だったけれど、面白さや達成感もありました。
　　　みんなの勝利への強い思いを知っていたから、
基礎知識をしっかり身につけさえすれば、あとは自分
たちで進めていけると考えて、環境を整えたんだよ。
　　　全国高校選抜大会の２週間前の練習試合で、こ
のチームで初めて負けたことも大きかったです。
　　　このままではチームがばらばらになると思って、

みんなに声をかけて練習後に思いっきり遊んで、それ
で1つになれたというか……、コート上でもよく声を
かけ合うようになりました。
　　　以前は、自分の実力不足に落ち込むばかりでし
たが、チームでよく話し合って連携プレーがうまくい
くようになってからは、自信が持てるようになりました。
　　　全員でフォローし合うようになったよな。
　　　２年生の頃は、点を取られても自分が突っ走っ
て得点を決めればいいと思っていたけれど、今は誰か
がミスをしても雰囲気が悪くならないよう、ハイタッ
チして気持ちを切り替えさせるなど、周りが見えるよ
うになり、自分でも成長したと感じます。
　　　君たちは、自分の課題を自分でつかみ、その克
服に向けて必要なことを考え、実行に移す力を手に入
れたんだ。それは部活動だけでなく、これからの人生
でも役立つ力になる。卒業後も自分の道は自分でしっ
かり考えて、前へ進んでいけよ！
　　　このチームでプレーできて本当に楽しかったで
す。将来、海外のチームでプレーすることを目指して、
これからも頑張ります！
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＊同校の男子ハンドボール部は、2018 年度の全国高校選抜大会、全国高校総合体育大会、国民体育大会の 3つの大会で優勝した。

先生

生徒

生徒

師になって10年目に参加した研修で、講師

から「阻害要因は内に求めよ」という
言葉を聞いた時は、まさに目からうろこが落ちる思

いでした。

　当時の私は、教師としての自信を持ち始めた時期

でした。ただ同時に、物事が思うように進まない時、

その要因を自分以外の他者に求めることが増えてい

たように思います。成績が低迷する生徒に対しては

「これだけ授業やプリントを工夫しているのに……」

と生徒の側に要因があると考え、校内会議で私の提

案に首を縦に振らない先輩や同僚に対しては「頭が

固い！」と反発する。自分は正しいという思いが強

くなるほど、苦しくなっていく状況でした。

　ある先輩からは「杉山先生の言っていることは確

かに正しい。でも、正しいと分かっていても、人は

動くとは限らないんだよ」と諭されたこともありま

した。実際、理路整然と説明したつもりなのに、「うー

ん」と唸るだけで沈黙してしまう相手を前に、「理屈

では動かないのであれば、一体どうすればよいのだ

ろうか」と途方に暮れる経験もありました。だから

こそ、「相手を変えようとするのではなく、自分の考

え方や行動、表現の仕方などに原因を求めて自分自

身を変えることで、結果的に物事が進む」という講

師の教えを、私は素直に受け入れ、すぐに実践して

みることができたのです。

題をしてこなかった生徒には、叱るという行

為以外に自分に何ができるのかを考えました。

そもそも生徒は、宿題をしてこなかったことに自責

の念を抱いています。しかし、私が強く叱ることで、

宿題をしてこなかったこと以上に、叱られたことに

意識が向いてしまい、自分を変えようという思いが

深まらないのではないか……私は生徒を頭ごなしに

叱るのではなく、まずは「どうしたの？」と理由を

尋ねるようになりました。自分を見つめる時間が与

えられたことで、生徒たちは自分の中にある阻害要

因に向き合い、ゆっくりとですが、変化していきま

した。

　会議で提案が通らない時は、相手を非難するので

はなく、内容の再検討へと気持ちを切り替え、企画

書をいつ、誰に、どんなタイミングで出すのかも見

直しました。反対意見を「自分の考えをさらに磨い

ていくための材料」と前向きに捉えることで、次第

に校内の議論が楽しくなっていきました。

　また最近、私は思わぬ阻害要因を発見しました。

ここ数年、生徒同士の対話を重視した授業を行うよ

うになって、生徒自身が対話の中で自分の理解を妨

げていた阻害要因に気づく場面を多く目にするよう

になりました。もしかしたら、私たちが教えすぎる

ことが、生徒の理解にとっての最大の阻害要因だっ

たのかもしれません。

を変えることは確かに難しいけれど、「どう

せ変わらない」と変化を諦めることは私たち

教師にはできません。私が、自分が変わることを選

んだのは、他者の変化を諦めないためでもあります。

そして、一人ひとりの教師が少しずつ変わることで、

学校という組織もまた変わっていくのだと思います。

No. 011
東京都・私立
共栄学園中学高校

杉山晴彦先生
すぎやま・はるひこ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴30 年。同校に赴任して31年目。
進路指導部長。

東京都・私立共栄学園中学高校　全日制／
普通科／共学／１学年約320人／2018年
度入試合格実績（現浪計）：国公立大は、千
葉大、埼玉大などに６人が合格。私立大は、
上智大、津田塾大、東京理科大、明治大、
早稲田大などに延べ 438人が合格。
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